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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め登録されてなるグループの構成メンバーが、ネットワーク接続された複数のカラオ
ケ演奏端末に分散してログインした際に、各カラオケ演奏端末において、他のカラオケ演
奏端末に同時期にログインしているグループの構成メンバーを、仮想ログイン利用者とし
てコピーして認証するログイン利用者コピーシステムであって、
　グループメンバー登録管理手段と、ログイン利用者管理手段と、端末登録管理手段と、
仮想ログイン利用者コピー手段と、を備え、
　前記グループメンバー登録管理手段は、グループメンバー登録管理データベースにて、
任意のグループを構成する複数の利用者の利用者ＩＤをそれぞれ紐付けしてグループの構
成メンバーとして登録管理し、
　前記ログイン利用者管理手段は、現にカラオケ演奏端末にログインしている利用者を、
利用者ＩＤに基づき特定して管理し、
　前記端末登録管理手段は、端末登録管理データテーブルにて、各カラオケ演奏端末にお
いて前記ログイン利用者管理手段が特定した利用者ＩＤを統括して管理し、
　前記仮想ログイン利用者コピー手段は、前記グループメンバー登録管理データベース及
び前記端末登録管理データテーブルを参照して、任意のグループの構成メンバーの少なく
とも１人が任意のカラオケ演奏端末にログインしている期間内に、当該カラオケ演奏端末
とは異なるカラオケ演奏端末において、当該グループの他の構成メンバーの少なくとも１
人がログインすると、当該グループの構成メンバーがログインしている一のカラオケ演奏
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端末において、他のカラオケ演奏端末に現にログインしている当該グループの構成メンバ
ーを仮想ログイン利用者としてコピーして認証する、
ことを特徴とする複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステム。
【請求項２】
　端末グループ登録管理手段をさらに備え、
　前記端末グループ登録管理手段は、端末グループ登録管理データベースにて、任意のグ
ループを構成する複数のカラオケ演奏端末を端末グループとして登録管理し、
　前記仮想ログイン利用者コピー手段は、前記端末グループを構成する各カラオケ演奏端
末において、仮想ログイン利用者をコピーして認証する、
ことを特徴とする請求項１に記載の複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コ
ピーシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステムに関する
ものであり、より詳しくは、予め登録されてなるグループの構成メンバーが、ネットワー
ク接続された複数のカラオケ演奏端末に分散してログインした際に、各カラオケ演奏端末
において、他のカラオケ演奏端末に同時期にログインしているグループの構成メンバーを
、仮想ログイン利用者としてコピーして認証するようにしたシステムに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年のカラオケシステムでは、任意のカラオケ演奏端末に利用者ＩＤを特定してログイ
ンすると、その利用者ＩＤに紐付けして管理された利用者情報がダウンロードされ、当該
利用者の持ち歌（歌唱履歴楽曲や登録楽曲）を選曲可能に表示させることにより、利用者
が手間取ることなく迅速かつ効率的に所望の楽曲を選曲することができるようになってい
る。また、楽曲の演奏順序を記憶するための予約待ち行列において、楽曲ＩＤに利用者Ｉ
Ｄを付帯させることにより、予約登録された楽曲の歌唱者を明確なものとすることができ
る。
【０００３】
　ところで、カラオケ演奏端末を利用する際には、複数の利用者で構成されるグループで
歌唱を行うことが一般的である。この際、少人数のグループの場合には１部屋で一緒に歌
唱を楽しむことができるが、１部屋の収容人員を超えたグループの場合には、グループの
構成メンバーが複数の部屋に分散して歌唱を行うことになる。このような複数の利用者で
構成されるグループによるカラオケ演奏端末の利用態様では、種々の不都合が生じること
が考えられる。このため、複数の利用者で構成されるグループがカラオケ演奏端末を利用
する際の不都合を解消するための技術が開示されている。
【０００４】
　例えば、複数の利用者が、異なるカラオケルームに分散して歌唱を行う際に、カラオケ
ルーム間で利用者が遠隔採点を楽しむことができるカラオケシステムが提案されている（
特許文献１参照）。この特許文献１に記載された技術は、サーバーが各カラオケ演奏端末
の演奏履歴を分析して、演奏履歴の傾向が似通った１以上のカラオケ演奏端末からなるカ
ラオケ演奏端末グループを生成し、当該カラオケ演奏端末グループ内において、採点要請
及び採点結果の送受信を行うようになっている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２４１０８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した特許文献１に記載された技術では、グループを構成する各利用者が歌唱を行う
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べきカラオケルームが特定されている。すなわち、各利用者は、予め定められたカラオケ
ルームに設置されたカラオケ演奏端末を利用して歌唱を行わなければならず、他のカラオ
ケルームへ移動して、そこに設置された他のカラオケ演奏端末を利用して歌唱を行うこと
はできない。
【０００７】
　しかしながら、グループを構成する複数の利用者が、異なるカラオケルームに分散して
歌唱を行う場合には、各利用者がカラオケルームを移動して歌唱できることが好ましい。
すなわち、グループが分断されたまま歌唱を行ったのでは、グループ内の親睦を図ること
が難しくなってしまう。
【０００８】
　このような場合、従来のカラオケシステムでは、利用者がカラオケルームを移動する毎
に、改めてカラオケ演奏端末にログインしなければならない。また、利用時間が終了して
カラオケ店から退出する際には、既にログインしているカラオケ演奏端末からそれぞれロ
グアウトしなければならない。このため、頻繁にカラオケルームを移動する利用者は、複
数のカラオケ演奏端末においてログイン及びログアウトの操作を行わなければならず、頻
繁な操作が面倒なものとなり、カラオケ演奏端末を利用した歌唱の楽しさを十分に味わえ
ない場合もあった。
【０００９】
　本発明は、上述した事情に鑑み提案されたもので、グループを構成する複数の利用者が
、異なるカラオケルームに分散して歌唱を行う場合に、ログイン及びログアウトの操作を
複数回行う必要がなく、カラオケ演奏端末を利用した歌唱の楽しさを十分に味わうことが
可能な、複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステムは、上
述した目的を達成するため、以下の特徴点を備えている。すなわち、本発明に係る複数の
カラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステムは、予め登録されてなるグル
ープの構成メンバーが、ネットワーク接続された複数のカラオケ演奏端末に分散してログ
インした際に、各カラオケ演奏端末において、他のカラオケ演奏端末に同時期にログイン
しているグループの構成メンバーを、仮想ログイン利用者としてコピーして認証するため
のシステムであって、グループメンバー登録管理手段と、ログイン利用者管理手段と、端
末登録管理手段と、仮想ログイン利用者コピー手段と、を備えたことを特徴とするもので
ある。
【００１１】
　グループメンバー登録管理手段は、グループメンバー登録管理データベースにて、任意
のグループを構成する複数の利用者の利用者ＩＤをそれぞれ紐付けしてグループの構成メ
ンバーとして登録管理するための手段である。ログイン利用者管理手段は、現にカラオケ
演奏端末にログインしている利用者を、利用者ＩＤに基づき特定して管理するための手段
である。端末登録管理手段は、端末登録管理データテーブルにて、各カラオケ演奏端末に
おいてログイン利用者管理手段が特定した利用者ＩＤを統括して管理するための手段であ
る。仮想ログイン利用者コピー手段は、グループメンバー登録管理データベース及び端末
登録管理データテーブルを参照して、任意のグループの構成メンバーの少なくとも１人が
任意のカラオケ演奏端末にログインしている期間内に、当該カラオケ演奏端末とは異なる
カラオケ演奏端末において、当該グループの他の構成メンバーの少なくとも１人がログイ
ンすると、当該グループの構成メンバーがログインしている一のカラオケ演奏端末におい
て、他のカラオケ演奏端末に現にログインしている当該グループの構成メンバーを仮想ロ
グイン利用者としてコピーして認証するための手段である。
【００１２】
　このような構成からなるログイン利用者コピーシステムでは、グループメンバー登録管
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理手段により、予めグループの構成メンバーとなる利用者が登録管理される。また、ログ
イン利用者管理手段により、現にカラオケ演奏端末にログインしている利用者を利用者Ｉ
Ｄに基づき特定して管理し、端末登録管理手段により、各カラオケ演奏端末におけるログ
イン状況を統括して管理する。そして、仮想ログイン利用者コピー手段により、任意のグ
ループの構成メンバーの何れか１人以上がカラオケ演奏端末にログインしている期間内に
、当該グループの他の構成メンバーの何れか１人以上が他のカラオケ演奏端末にログイン
すると、当該グループの構成メンバーがログインしているカラオケ演奏端末間で仮想ログ
イン利用者のコピーを行う。
【００１３】
　また、本発明に係る複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステム
は、端末グループ登録管理手段をさらに備えることが可能である。
　端末グループ登録管理手段は、端末グループ登録管理データベースにて、任意のグルー
プを構成する複数のカラオケ演奏端末を端末グループとして登録管理するための手段であ
る。
　そして、仮想ログイン利用者コピー手段は、端末グループを構成する各カラオケ演奏端
末において、仮想ログイン利用者をコピーして認証するように機能する。
【００１４】
　このような構成からなるログイン利用者コピーシステムでは、端末グループ登録管理手
段により、予め端末グループを構成するカラオケ演奏端末が登録管理される。そして、仮
想ログイン利用者コピー手段により、端末グループとして登録管理されているカラオケ演
奏端末間において、仮想ログイン利用者をコピーして認証する。具体的には、例えば、１
店舗内の複数階にカラオケルームが設置されているカラオケ店を想定すると、各階毎に端
末グループを構成し、同一階に設置されたカラオケ演奏端末にログインしたグループの構
成メンバーのみを対象として、仮想ログイン利用者をコピーして認証する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピーシステムでは、
予めグループの構成メンバーとなる利用者を設定しておく。そして、任意のグループの構
成メンバーの何れか１人以上が任意のカラオケ演奏端末にログインしている期間内に、当
該グループの他の構成メンバーの何れか１人以上が他のカラオケ演奏端末にログインする
と、当該グループの構成メンバーがログインしているカラオケ演奏端末において、仮想ロ
グイン利用者のコピーを行う。これにより、各カラオケ演奏端末では、現にログインして
いるすべてのグループの構成メンバーがログインを行っているという仮想状態を構築する
ことができる。したがって、グループを構成する複数の利用者が、異なるカラオケルーム
に分散して歌唱を行う場合に、ログイン及びログアウトの操作を複数回行う必要がなく、
カラオケ演奏端末を利用した歌唱の楽しさを十分に味わうことが可能となる。
【００１６】
　また、端末グループとして登録管理されているカラオケ演奏端末において、仮想ログイ
ン利用者をコピーして認証するような構成とした場合には、仮想ログイン利用者のコピー
を行うカラオケ演奏端末の範囲を限定することができるので、管理負担が軽減し、仮想ロ
グイン利用者を迅速にコピーすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の複数のカラオケ演奏端末間におけるログイン利用者コピ
ーシステム（以下、ログイン利用者コピーシステムと略記する）の実施形態を説明する。
　本発明の実施形態に係るログイン利用者コピーシステムは、予め登録されてなるグルー
プの構成メンバーが、ネットワーク接続された複数のカラオケ演奏端末に分散してログイ
ンした際に、各カラオケ演奏端末において、他のカラオケ演奏端末に同時期にログインし
ているグループの構成メンバーを、仮想ログイン利用者としてコピーして認証するための
システムである。
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【００１８】
　＜カラオケシステムの概要＞
　図１は、本発明の実施形態に係るログイン利用者コピーシステムを含むカラオケシステ
ムの構成を示す説明図、図２は、カラオケ演奏端末の構成を示す説明図である。
　本発明の実施形態に係るログイン利用者コピーシステムを含むカラオケシステムは、図
１に示すように、ＬＡＮ等からなる通信ネットワーク１２を介して相互に接続されたサー
バー１３と複数のカラオケ演奏端末１１とを備えている。なお、本実施形態のカラオケシ
ステムは、例えば１店舗内に複数のカラオケルームが設けられており、各カラオケルーム
にそれぞれカラオケ演奏端末１１が設置されると共に、管理室等にサーバー１３が設置さ
れたシステムを想定している。
【００１９】
　＜サーバー＞
　サーバー１３は、図１に示すように、制御手段３１、送受信手段３２、データ処理手段
３３、顧客データベース３４、グループメンバー登録管理手段３５、グループメンバー登
録管理データベース３６、仮想ログイン利用者コピー手段３７、端末登録管理手段３８、
端末登録管理データテーブル３９、端末グループ登録管理手段４０、端末グループ登録管
理データベース４１を備えている。
【００２０】
　＜制御手段／送受信手段＞
　制御手段３１は、サーバー１３を統括的に制御するための手段であり、ＣＰＵ及びその
周辺機器を含んで構成され、ＣＰＵ等がＲＯＭ等に格納されたアプリケーションプログラ
ムに従って動作することにより制御機能を発揮するようになっている。送受信手段３２は
、各カラオケ演奏端末１１との間でデータの送受信を行うための手段であり、通信ネット
ワーク１２における通信方式の整合性を保つための通信回路やソフトウェアにより構成さ
れる。
【００２１】
　＜データ処理手段／顧客データベース＞
　データ処理手段３３は、顧客データベース３４にアクセスして、データの抽出、変更、
追加を処理するためのプログラムからなる。
　顧客データベース３４は、利用者毎に利用者情報が登録されたデータベースであり、例
えば、利用者毎に、利用者ＩＤ、氏名、セカンドネーム（例えば愛称）、住所、電話番号
、生年月日、性別、職業等が関連付けて構成されている。また、顧客データベース３４に
登録する情報は、上述した情報に限られず、適宜必要な情報のみであってもよいし、他の
情報を付加してもよい。
【００２２】
　＜グループメンバー登録管理手段／グループメンバー登録管理データベース＞
　グループメンバー登録管理手段３５は、グループメンバー登録管理データベース３６に
て、任意のグループを構成する複数の利用者の利用者ＩＤをそれぞれ紐付けしてグループ
の構成メンバーとして登録管理するためのプログラムからなる。
　図３に、グループメンバー登録管理データベース３６の構成を示す。グループメンバー
登録管理データベース３６は、図３に示すように、グループを構成する利用者の利用者Ｉ
Ｄを登録管理するためのデータベースで、グループＩＤと利用者ＩＤとが紐付けて構成さ
れている。
　グループの構成メンバーの登録は、例えば、各カラオケ演奏端末１１に付帯したカラオ
ケリモコン装置２２からの入力により行うことができる。
【００２３】
　＜端末登録管理手段／端末登録管理データテーブル＞
　端末登録管理手段３８は、端末登録管理データテーブル３９にて、各カラオケ演奏端末
１１においてログイン利用者管理手段６３が特定した利用者ＩＤを統括して管理するため
のプログラムからなる。この端末登録管理手段３８では、各カラオケ演奏端末１１におけ
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る利用者のログイン・ログアウト情報を取得して、その登録管理を行う。すなわち、任意
の利用者が任意のカラオケ演奏端末１１にログイン又はログアウトすると、ログイン利用
者管理手段６３が管理するログイン情報（ログアウト情報）がサーバー１３に送信され、
端末登録管理手段３８の機能により端末登録管理データテーブル３９が書き替えられる。
【００２４】
　図４に、端末登録管理データテーブル３９の構成を示す。端末登録管理データテーブル
３９は、図４に示すように、各カラオケ演奏端末１１に現にログインしている利用者の利
用者ＩＤを登録管理するためのデータテーブルで、端末ＩＤと利用者ＩＤとが紐付けて構
成されている。
【００２５】
　＜仮想ログイン利用者コピー手段＞
　仮想ログイン利用者コピー手段３７は、グループメンバー登録管理データベース３６及
び端末登録管理データテーブル３９を参照して、任意のグループの構成メンバーの少なく
とも１人が任意のカラオケ演奏端末１１にログインしている期間内に、当該カラオケ演奏
端末１１とは異なるカラオケ演奏端末１１において、当該グループの他の構成メンバーの
少なくとも１人がログインすると、当該グループの構成メンバーがログインしている一の
カラオケ演奏端末１１において、他のカラオケ演奏端末１１に現にログインしている当該
グループの構成メンバーを仮想ログイン利用者としてコピーして認証するためのプログラ
ムからなる。
　また、後に詳述するように、任意のグループを構成する複数のカラオケ演奏端末１１を
端末グループとして登録管理する場合には、仮想ログイン利用者コピー手段３７は、端末
グループを構成する各カラオケ演奏端末１１において、仮想ログイン利用者をコピーして
認証するための手段として機能する。
【００２６】
　ここで、ログイン利用者管理手段６３では、現にカラオケ演奏端末１１にログインして
いる利用者を管理しており、端末登録管理手段３８では、端末登録管理データテーブル３
９にて、ログイン利用者管理手段６３が特定した利用者ＩＤを統括して管理している。
　そして、仮想ログイン利用者コピー手段３７は、各カラオケ演奏端末１１における現在
のログイン状況を反映した端末登録管理データテーブル３９を参照することにより、仮想
ログイン利用者のコピー及び認証を行う。これにより、グループを構成する複数の利用者
が、異なるカラオケルームに分散して歌唱を行う場合であっても、カラオケ端末１１毎に
ログイン及びログアウトの操作を行う必要がなくなる。
【００２７】
　＜端末グループ登録管理手段／端末グループ登録管理データベース＞
　端末グループ登録管理手段４０は、端末グループ登録管理データベース４１にて、任意
のグループを構成する複数のカラオケ演奏端末１１を端末グループとして登録管理するた
めのプログラムからなる。
　図５に、端末グループ登録管理データベース４１の構成を示す。端末グループ登録管理
データベース４１は、図５に示すように、グループを構成するカラオケ演奏端末１１の端
末ＩＤを登録管理するためのデータベースで、端末グループＩＤと端末ＩＤとが紐付けて
構成されている。
【００２８】
　なお、端末グループを構成しない場合には、端末グループ登録管理手段４０及び端末グ
ループ登録管理データベース４１は不要となる。また、端末グループを構成する場合であ
っても、すべのカラオケ演奏端末１１に同一の端末グループＩＤを付した場合には、端末
グループを構成しない場合と同様の取り扱いとなる。
　端末グループの登録は、例えば、管理室に設置され、サーバー１３にネットワーク接続
された管理装置からの入力により行うことができる。
【００２９】
　＜カラオケ演奏端末＞
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　図２は、本発明の実施形態に係るログイン利用者コピーシステムを適用するカラオケ演
奏端末の構成を示す説明図である。
　本発明の実施形態に係るログイン利用者コピーシステムを適用するカラオケ演奏端末１
１は、図２に示すように、カラオケ本体２１、カラオケリモコン装置２２、ミキシングア
ンプ２３、スピーカ２４、マイクロホン２５、表示手段２６を備えている。カラオケ本体
２１と表示手段２６とは、有線方式又は無線方式により接続されている。
【００３０】
　＜カラオケリモコン装置＞
　カラオケリモコン装置２２は、ユーザインタフェース機能を備えており、カラオケ本体
２１のローカル送受信手段５７に対して有線方式又は無線方式によりデータの送受信を行
うようになっており、データの送受信を行うための回路基板及びプログラムと、楽曲検索
手段２２ａとして機能させるためのプログラムと、楽曲索引データベース２２ｂと、一時
記憶領域であるフラッシュメモリ（図示せず）とを備えている。
【００３１】
　＜楽曲索引データベース＞
　楽曲検索手段２２ａが参照する楽曲索引データベース２２ｂは、カラオケ演奏端末１１
で演奏に供される楽曲についての属性情報を記述したデータベースであり、例えば、楽曲
番号・曲名・歌手名・歌い出し部分の歌詞・流行時期・音楽ジャンル区分・デュエット曲
か否かなど、種々の属性情報がこれに含まれている。
【００３２】
　＜カラオケ本体＞
　カラオケ本体２１は、バス５１、ネットワーク送受信手段５２、中央制御手段５３、Ｒ
ＯＭ５４、ＲＡＭ５５、ＨＤＤ５６、ローカル送受信手段５７、予約管理手段５８、音楽
再生制御手段５９、映像再生制御手段６０、利用者ＩＤ取得手段６１、ログイン利用者管
理手段６３を備えている。
【００３３】
　＜中央制御手段＞
　中央制御手段５３は、カラオケ演奏端末１１を総合的に制御するための手段であり、例
えばＣＰＵ及びその周辺機器により構成されており、ＣＰＵ等がＲＯＭ５４等に記憶され
たアプリケーションプログラムに従って動作することにより、制御機能を発揮することが
できるようになっている。
【００３４】
　＜ＲＯＭ／ＲＡＭ＞
　ＲＯＭ５４は、カラオケ演奏端末１１を構成する各機器を制御するためのアプリケーシ
ョンプログラムや数値データを記憶するための機器で、例えば半導体メモリ等で構成され
る。また、ＲＡＭ５５は、アプリケーションプログラムや各種データを一時的に記憶する
一時記憶領域として機能するもので、例えば半導体メモリ等で構成される。なお、物理的
な半導体メモリによりＲＡＭ５５を構成するのではなく、ハードディスク記憶装置等を用
いて仮想的なＲＡＭ５５を構成してもよい。本実施形態では、ＲＡＭ５５に、予約待ち行
列５５ａが格納されている。
【００３５】
　＜ＨＤＤ＞
　ＨＤＤ５６には、楽曲データベース５６ａ及び映像データベース５６ｂが格納されてい
る。なお、ＨＤＤ５６に替えて、あるいはＨＤＤ５６と共に、データを書き替え可能なＤ
ＶＤ等の大容量記憶装置を用いてもよい。
【００３６】
　＜楽曲データベース／映像データベース＞
　楽曲データベース５６ａは、演奏データ（ＭＩＤＩ（登録商標）データ）及び歌詞テロ
ップデータが同期されて構成される楽曲データについて、楽曲ＩＤと対応付けてそれぞれ
格納したデータベースである。演奏データは各楽曲の演奏データをデジタル化したもので
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あり、歌詞テロップデータは演奏データに同期された楽曲の歌詞文字データである。
　映像データベース５６ｂは、演奏される楽曲に対応した背景映像を、当該楽曲の楽曲Ｉ
Ｄに対応させた映像ファイルとして所定数格納したデータベースである。
【００３７】
　＜利用者ＩＤ取得手段＞
　利用者ＩＤ取得手段６１は、利用者がカラオケ演奏端末１１を利用する際に、利用者が
所持するＩＤ媒体６２から利用者ＩＤを取得するための電子回路及びプログラムからなる
。利用者ＩＤ取得手段６１で取得した利用者ＩＤは、ＲＡＭ５５に一時的に記憶され、ロ
グイン利用者管理手段６３で管理される。ＩＤ媒体６２は、例えば、非接触型のＩＣカー
ド、携帯電話、携帯情報端末等からなり、利用者ＩＤを記憶して、利用者ＩＤ取得手段６
１との間でデータの送受信を行うことができるようになっている。
【００３８】
　＜ログイン利用者管理手段＞
　ログイン利用者管理手段６３は、現に当該カラオケ演奏端末１１にログインしている利
用者を、利用者ＩＤに基づき特定して管理するためのプログラムからなる。すなわち、ロ
グイン利用者管理手段６３では、利用者ＩＤ取得手段６１により利用者ＩＤが取得された
場合に、この利用者ＩＤに基づいてカラオケ演奏端末１１にログインしている利用者を特
定して管理する。ログイン利用者管理手段６３で管理されているログイン情報は、サーバ
ー１３に送信され、端末登録管理手段３８における登録管理に利用される。
【００３９】
　＜音楽再生制御手段＞
　音楽再生制御手段５９は、楽曲ＩＤに基づいて楽曲データベース５６ａから抽出された
演奏データをデジタル再生すると共にアナログ変換してミキシングアンプ２３に出力する
ための電子回路である。ミキシングアンプ２３は、マイクロホン２５から入力された歌唱
者の歌唱音声信号と、音楽再生制御手段５９から送出される演奏音声信号とをミキシング
すると共に、アンプ機能により増幅してスピーカ２４より出力させるための装置である。
なお、マイクロホン２５の数は１本に限られず、２本以上であってもよい。
【００４０】
　＜映像再生制御手段／表示手段＞
　映像再生制御手段６０は、カラオケ演奏中に、映像データベース５６ｂから抽出した映
像データ、及び楽曲データベース５６ａから抽出した楽曲データのうちの歌詞テロップデ
ータ（歌詞文字データ）を当該楽曲の演奏データに同期させて表示手段２６に出力するた
めの電子回路である。さらに、映像再生制御手段６０は、カラオケリモコン装置２２を介
した利用者からの操作指示による予約楽曲リストの表示等を表示手段２６に表示させる機
能も有している。
　表示手段２６は、カラオケ演奏時の映像、歌詞テロップ等を表示するための装置で、例
えば、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイ等により構成され
る。
【００４１】
　＜予約管理手段＞
　予約管理手段５８は、利用者によりカラオケリモコン装置２２における楽曲検索手段２
２ａの機能を用いて選曲され、ローカル送受信手段５７を介して送信された当該選曲者の
利用者情報（例えば利用者ＩＤ）及び選曲された楽曲ＩＤを対応付けて予約待ち行列５５
ａとしてＲＡＭ５５に格納し、管理するためのプログラムである。なお、楽曲選択の表示
や予約待ち行列５５ａの表示は、カラオケリモコン装置２２の入出力用表示部及び表示手
段２６の何れか一方、あるいは双方で行うことができる。
【００４２】
　＜送受信手段＞
　ローカル送受信手段５７は、カラオケリモコン装置２２との間でデータの送受信を行う
ための電子回路及びプログラムからなる。ネットワーク送受信手段５２は、通信ネットワ
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ーク１２を介してサーバー１３との間でデータの送受信を行う際に、通信ネットワーク１
２における通信方式の整合性を保つための電子回路及びプログラムからなる。
【００４３】
　＜仮想ログイン利用者のコピー／実施例１＞
　次に、仮想ログイン利用者のコピー手順について説明する。
　図６は、実施例１に係る仮想ログイン利用者のコピー手順の説明図である。
　図６に示すように、グループメンバー登録管理データベースにおいて、グループＧ１と
して、利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃ、利用者ｄ、利用者ｅ、利用者ｆの６人が登録管理
されていたとする。ここで、端末登録管理データテーブルにおいて、同時期に、端末１に
利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃの３人がログインし、端末３に利用者ｄ、利用者ｅ、利用
者ｆの３人がログインしているものとして登録管理されていたとする。
【００４４】
　この場合には、同一グループを構成する利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃ、利用者ｄ、利
用者ｅ、利用者ｆが、同時期に、異なる端末１及び端末３に分散してログインしているこ
とになり、仮想ログイン利用者コピー手段３７の機能により、端末１に対して、利用者ｄ
、利用者ｅ、利用者ｆが仮想ログイン利用者としてコピーされ、端末３に対して、利用者
ａ、利用者ｂ、利用者ｃが仮想ログイン利用者としてコピーされる。
【００４５】
　＜仮想ログイン利用者のコピー／実施例２＞
　図７は、実施例２に係る仮想ログイン利用者のコピー手順の説明図である。
　図７に示すように、グループメンバー登録管理データベースにおいて、グループＧ１と
して、利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃ、利用者ｄ、利用者ｅ、利用者ｆの６人が登録管理
されていたとする。ここで、端末登録管理データテーブルにおいて、同時期に、端末１に
利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃの３人がログインし、端末３に利用者ｄ、利用者ｇ、利用
者ｈの３人がログインしているものとして登録管理されていたとする。
【００４６】
　この場合には、同一グループを構成する利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃ、利用者ｄが、
同時期に、異なる端末１及び端末３に分散してログインしていることになる。また、端末
３では、利用者ｄとは同一グループに属しない利用者ｇ及び利用者ｈがログインしている
。そこで、仮想ログイン利用者コピー手段３７の機能により、端末１に対して、利用者ｄ
が仮想ログイン利用者としてコピーされ、端末３に対して、利用者ａ、利用者ｂ、利用者
ｃが仮想ログイン利用者としてコピーされる。
【００４７】
　＜仮想ログイン利用者のコピー／実施例３＞
　図８は、実施例３に係る仮想ログイン利用者のコピー手順の説明図である。
　図８に示すように、グループメンバー登録管理データベースにおいて、グループＧ１と
して、利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃ、利用者ｄ、利用者ｅ、利用者ｆの６人が登録管理
されていたとする。ここで、端末登録管理データテーブルにおいて、同時期に、端末１に
利用者ａ及び利用者ｂの２人がログインし、端末２に利用者ｃ及び利用者ｄの２人がログ
インし、端末５に利用者ｅ及び利用者ｆの２人がログインしているものとして登録管理さ
れていたとする。また、端末グループ登録管理データベースにおいて、端末１、端末２、
端末３が同一の端末グループＴＧ１として登録管理され、端末４、端末５、端末６が同一
の端末グループＴＧ２として登録管理されていたとする。
【００４８】
　この場合には、同一グループを構成する利用者ａ、利用者ｂ、利用者ｃ、利用者ｄ、利
用者ｅ、利用者ｆが、同時期に、異なる端末１、端末２、端末５に分散してログインして
いることになる。ここで、端末１及び端末２は同一の端末グループＴＧ１に属するが、端
末５は端末１及び端末２とは異なる端末グループＴＧ２に属している。そこで、仮想ログ
イン利用者コピー手段３７の機能により、端末１に対して、利用者ｃ及び利用者ｄが仮想
ログイン利用者としてコピーされ、端末２に対して、利用者ａ及び利用者ｂが仮想ログイ
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ン利用者としてコピーされる。また、端末５に対しては、仮想ログイン利用者のコピーは
行われない。さらに、端末５にログインしている利用者ｅ及び利用者ｆについては、端末
１及び端末２に対する仮想ログイン利用者のコピーは行われない。
【００４９】
　＜他の実施形態＞
　本発明のログイン利用者コピーシステム及びその周辺装置を構成する機器や手段は上述
したものに限定されず、ログイン利用者コピーシステム及びカラオケシステムの利用目的
等に応じて、必要な機器や手段のみの構成としたり、適宜他の機器や手段を付加したりす
ることができる。また、各手段をそれぞれ別個のものとして構成するのではなく、複数の
機能を統合した手段として構成してもよい。例えば、サーバー１３の機能を、顧客管理サ
ーバー、ログイン認証サーバー、カラオケ演奏端末管理サーバー等に分担させることがで
きる。
【００５０】
　また、カラオケ演奏端末１１を、インターネット回線等の通信ネットワークを介してホ
スト装置に接続し、ネットワークカラオケとして運用してもよい。この場合、ホスト装置
に、データ処理手段３３、顧客データベース３４、グループメンバー登録管理手段３５、
グループメンバー登録管理データベース３６を設けることにより、通信ネットワークで接
続された複数のカラオケ演奏端末１１において、顧客情報やグループ情報を共通して利用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施形態に係るログイン利用者コピーシステムを含むカラオケシステム
の構成を示す説明図。
【図２】カラオケ演奏端末の構成を示す説明図。
【図３】グループメンバー登録管理データベースの構成を示す説明図。
【図４】端末登録管理データテーブルの構成を示す説明図。
【図５】端末グループ登録管理データベースの構成を示す説明図。
【図６】実施例１に係る仮想ログイン利用者のコピー手順の説明図。
【図７】実施例２に係る仮想ログイン利用者のコピー手順の説明図。
【図８】実施例３に係る仮想ログイン利用者のコピー手順の説明図。
【符号の説明】
【００５２】
　　１１　カラオケ演奏端末
　　１２　通信ネットワーク
　　１３　サーバー
　　２１　カラオケ本体
　　２２　カラオケリモコン装置
　　２２ａ　楽曲検索手段
　　２２ｂ　楽曲索引データベース
　　２３　ミキシングアンプ
　　２４　スピーカ
　　２５　マイクロホン
　　２６　表示手段
　　３１　制御手段
　　３２　送受信手段
　　３３　データ処理手段
　　３４　顧客データベース
　　３５　グループメンバー登録管理手段
　　３６　グループメンバー登録管理データベース
　　３７　仮想ログイン利用者コピー手段
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　　３８　端末登録管理手段
　　３９　端末登録管理データテーブル
　　４０　端末グループ登録管理手段
　　４１　端末グループ登録管理データベース
　　５１　バス
　　５２　ネットワーク送受信手段
　　５３　中央制御手段
　　５４　ＲＯＭ
　　５５　ＲＡＭ
　　５５ａ　予約待ち行列
　　５６　ＨＤＤ
　　５６ａ　楽曲データベース
　　５６ｂ　映像データベース
　　５７　ローカル送受信手段
　　５８　予約管理手段
　　５９　音楽再生制御手段
　　６０　映像再生制御手段
　　６１　利用者ＩＤ取得手段
　　６２　ＩＤ媒体
　　６３　ログイン利用者管理手段

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図７】 【図８】
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